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   Urge incontinence and frequency, persisting despite oral anticholinergics and antibiotics for four 
months, brought a 72-year-old woman to our hospital. Plain abdominal X-ray followed by cystoscopy 
demonstrated a large stone  (43  X  37 mm) in the bladder, and the patient underwent suprapubic 
cystotomy to remove the stone. The stone contained a surgical sponge, which was apparently left in 
situ at transvaginal hysterectomy two years previously. The sponge had most likely eroded the 
bladder wall and migrated into the cavity. We found a total of 17 cases reported in Japan of a surgical 
sponge migrating into the bladder. In particular, our case was associated with transvaginal surgery, 
while the other 16 cases involved transabdominal surgery. 
                                             (ActaUrol. Jpn. 44: 183-185, 1998) 





















が持続 し,症 状 が改善 しないため,1995年8月当科へ
紹介 された.腹 部単純写真,膀 胱鏡 で膀胱結石 と診断
され,9月18日入 院 した.
現症:身 長143cm,体重60kg.腹 部触診,内 診
で異常 な し.
検査所見:尿 沈渣 は赤血球 多数/hp£白血 球10～
15/hpf,尿培養 ・尿細胞診 は陰性.血 液検査 の異常値
な し.
腹部単純写真,排 泄性 腎孟造影:骨 盤 内に43×37
mmの 異常 石灰化 陰影.陰 影 は比較 的淡 く,線 状 に
濃い部分が あった(Fig.1).造影剤 の排泄 は両腎 とも






術 を行 った.摘 出した黄色の結石 をほ ぐす と網 目状の
糸が観察 され(Fig.2),1枚のガーゼの周囲に結石形
成 したもの と判明 した.結 石分析 の結果 は リン酸 カル
シウム75%,炭酸 カル シウム25%であった.
術後11日目に尿道留置カテーテル を抜去 した後排尿






























た.術 後2年 までの経過観察で,切 迫性尿失禁,頻
尿,排尿後痛などの症状は完全に消失 している.
考 察
遺残 ガーゼのお もな転帰 と して,① 長期の炎症 の結
果結 合組織 に囲 まれた仮性嚢 胞 となる場 合8・9)と② 臓
器(特 に消化管)に 付 着 し,炎 症,穿 孔 を起 こして臓
器 内に迷入する場 合9't2}が報告 されてい る.手 術時 に
膀胱外 に遺残 したガーゼが膀胱壁 を貫いて膀胱異物 と
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